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1. はじめに

　下野・他(2016)1）では、世界各地のリスクを比較した WRI2)に基づき自然災害に対する 47 都道府県のリスク

指標 GNS の試算と考察を試みている。そこでは自然災害に対するリスクは、災害の頻度や程度を表す曝露と

災害に対する社会や経済の脆弱さを表す脆弱性の掛け合わせで定義している。さらに脆弱性は、災害感受

性・対処能力欠如・適応能力欠如の 3 つの中間指標で与えられるとしている。この提案に基づき、青森県に

ついて市町村レベルでの脆弱性の評価を試みた。

2. 脆弱性

　今回は、災害感受性と対処能力欠如から脆弱性を算出した。指標選出の難しさ等の問題から、適応能力欠

如は取り扱っていない。

災害感受性は、文献 1)で用いられた指標を踏まえて、汚水処理人口普及率・水道普及率・住宅の耐震化

率・公共施設の耐震化率・老年人口比率・1 人当たり市町村内総生産・1 人当たり市町村民所得を指標とした。

表1に、WRI, GNS および本研究で採用した災害感受性を構成する指標の比較を示す。GNS では表 1 に示

すように、WRI で検討された 5 つの観点のうちの 4 つを取り上げ、各々について 2 つの元指標を利用して災

害感受性を算出している。本研究では、それに従うように指標を検討したが、被保護実人員率については各

市町村ごとのデータを得るのが難しいことに加え、文献 1)により災害感受性との相関が低いことが示されて

いるため、除外した。

ジニ係数はデータの抽

出や算出方法の難しさ

から採用を断念し、経

済面での指標という観

点から、1 人当たり市町

村民所得を代わりに採

用した。選出した指標

はオープンデータから

値を抽出し、文献 1)で提案された方法に従って標準

化を行い、均等な重み係数による重みづけを行うこ

とで災害感受性を算出した。

表 2 に、各指標と災害感受性の相関を示す。表 2

から、総生産と所得の相関がほぼ1に近いことがわ

かる。つまり、経済指標として総生産と所得の 2 つ

を採用したが、どちらか1つで良いといえる。

対処能力欠如は、伊藤・他(2017)3)で提案された基
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表 1　災害感受性の構成指標

表 2  災害感受性と各指標の相関分析表
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準から、役場職員数・備蓄の充足率・自主防災組織の組織率・地域防災計画の改訂度合いを指標とした。そ

の他にも役場の担当者数や避難所の充足率を検討したが、役場の担当者数についてはオープンデータでは見

つけられず、避難所については現在法律改正に伴う作業中であり現段階では充足率を適切に算出することが

できないため、使用を断念した。表 3 に、各指標と対処能力欠如の相関を示す。表 3 より、全体的に指標の

相互相関が低いことから、それぞれの指標が独立し

ていると言えよう。

　災害感受性と対処能力欠如に均等な重み係数をか

けて和を取り、脆弱性を求めた。図 1 に結果を反映

させた青森県地図を示す。脆弱性が高い順に、10 市

町村ごとに 4段階で色分けして示している。

3. 考察

　図 2 に、災害感受性と対処能力欠如の相関を市と

町村で分けて表す。災害感受性・対処能力欠如とも

に小さい値を示す 2 町村は、経済指標が突出して大

きい六ヶ所村と西目屋村である。丸印で示した六ヶ

所村を除くと、災害感受性のレンジに比べて対処能

力欠如のレンジが大きい。図から、市では、災害感

受性が大きくなるにつれて対処能力欠如も大きく

なっているように見える。しかし町村では反対に、

災害感受性が大きくなると、対処能力欠如は小さく

なっていると言えよう。これは、対処能力欠如を構

成する指標の 1 つである役場職員数に起因している

と考えている。役場職員数は、人口１万人当たりの

値にして利用しているが、規模が小さくなると職員

数がそれに追随せず、ある一定の値となるためと考

えている。

4. まとめ

世界各国のリスク指標である WRI の算出方法か

ら考え出された文献 1)の提案に基づき、青森県につ

いて市町村レベルでの脆弱性評価を試みた。今後は、

今回の研究結果を踏まえた総合的なリスク評価が必

要である。
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表 3　対処能力欠如と各指標の相関分析表
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図 2　災害感受性と対処能力欠如

図 1　脆弱性
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